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第68回日本公衆衛生学会総会（奈良）へのお誘い

第68回日本公衆衛生学会総会学会長

車 谷 典 男

奈良県立医科大学教授

2009年の新春を迎え，日本公衆衛生学会会員の皆様方におかれましては，益々ご清祥のこと

とお慶び申し上げます。

本年秋，奈良県奈良市で開催される第68回日本公衆衛生学会総会の学会長にご指名いただき

光栄の至りです。奈良県での開催は，半世紀を超える長い本学会の歴史の中でも初めてのこと

で，関係者一同，公衆衛生領域の専門職，研究職の方々を全国から多数お迎えすることの緊張

と期待をもって，総会準備を鋭意進めているところです。

本学会総会は「健康をまもる社会基盤の再構築―安全・公正・交流―」を主題としました。

最近，わが国のとりわけ保健・医療・福祉は，足元がどこか不安定で，かつ不透明な近未来

に自信をなくしているように見えます。それは，個人の健康はもとより地域・都市・国・時代

の健康，あるいは身体的・精神的・文化的・社会的な健康を「まも（衛）り」支えてきた根幹

が，様変わりした人口ピラミッドの前に，大きく揺らいでいるためかと思われます。

今，健康をまもる社会基盤の再構築が求められています。解決の鍵は，安心感を与える安全

の確立であり，格差に抗する公正の実現であり，社会と個としての人との交流の促進にあると

考えます。メインシンポジウムではこの主題を取り上げます。解決の糸口を見出すことさえ難

しい課題ですが，第一歩は共通の状況認識と方向性を育むことにあると考えます。

記念講演を奈良県が世界に誇る東大寺の管長上野道善猊下にお願いしました。万物共生の理

念を奈良時代にも触れながらお話していただく予定です。特別講演には，宮本憲一元滋賀大学

学長と喜多悦子日本赤十字北九州国際看護大学学長のお二人を演者としてお迎えします。現場

主義の重要性や人道主義の精神といった公衆衛生の原点に触れる機会になるかと思います。そ

の他にも多くの特別プログラムを計画していますので，ご期待ください。

本総会では，一般演題の口演発表枠を多く確保できるようにしています。また，示説発表も

活発に論議していただくことを願って座長制にすることにしました。さらに，応募いただいた

全ての抄録を担当座長の御協力も得て事前審査し，学術部会（部会長：松本善孝副学会長）で

口演と示説をあわせて100題程度のすぐれた演題を選考して，当日，発表者に優秀賞を贈呈さ

せていただく予定です。奮ってご応募ください。

総会が開催される10月下旬の奈良は心身に爽やかな季節です。学会場周辺の東大寺，興福

寺，飛火野，春日大社，若草山の散策は，古都の静謐さを感じさせてくれることでしょう。平

城京跡，薬師寺，法隆寺，さらに半日あれば，日本最古の都である藤原京，そして明日香村を

訪れることも可能です。学会最終日の翌日からは10万人を超える賑わいをみせる毎年恒例の正

倉院展も始まります。

公衆衛生学会の会員の皆様方と関係者各位の来県を心待ちにしています。
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第68回日本公衆衛生学会総会（奈良）ご案内（第一報）

1. 会 期

2009年10月21日（水）～23日（金）

2. 会 場

奈良県文化会館（奈良県奈良市登大路町 6―2）
奈良県新公会堂（奈良県奈良市春日野町101）

3. 学会長・副学会長・顧問

名誉学会長：荒井正吾（奈良県知事）

名 誉 顧 問：藤原 昭（奈良市長）

学 会 長：車谷典男（奈良県立医科大学教授）

副 学 会 長：松本善孝（奈良市保健所長）

竹村 潔（奈良県福祉部安全健康局長）

塩見俊次（奈良県医師会）

4. 学会総会事務局

総 括 事 務 局：奈良県福祉部健康安全局総務室

学術部会事務局：奈良県立医科大学地域健康医学教室

運 営 事 務 局：株式会社コンベンションリンケージ

5. プログラム（予定）

総会主題：健康をまもる社会基盤の再構築―安全・公正・交流―

学会長講演：車谷典男「アスベスト問題の過去・現在・未来」

記 念 講 演：上野道善猊下「万物共生のこころ―奈良・東大寺より―」

特別講演Ⅰ：喜多悦子「健康危機に立ち向かう公衆衛生のちから」

特別講演Ⅱ：宮本憲一「環境政策と公衆衛生―古典を読み現場に学ぶ―」

メインシンポジウム：健康をまもる社会基盤を再構築する―その糸口は探る―

サテライトシンポジウム/シンポジウム

市民公開パネルディスカッション

公衆衛生行政研修フォーラム/教育講演/ランチョンセミナー

奨励賞受賞者講演

学会委員会フォーラムなど

6. 一般演題・自由集会申し込み

2009年 4 月 1 日（水）～2009年 6 月 4 日（木）正午

7. 今後の情報

日本公衆衛生雑誌第56巻 2 号および 3 号

学会ホームページ：(http://www.secretariat.ne.jp/jsph68/)


